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PWBAダリア・パヨンクの来日を機に彼女の完全監修モデルとして登場し、多くのユーザーが「とにかく転がりが素晴らしい」
「ミッドエリアが安定している」「最後のひと曲がり強烈」と口を揃えて語ったRev MatriX。その完成度をもとに、今回ついに新たな
進化を呼びました。
Rev MatriX Ⅱ──その中心に宿るのは“さらに躍動するA.I.コア”。 900GLOBALが近年力を注ぐA.I.テクノロジーをコアに
組み込み、初代モデルの持つ“素直な回転の始まり”と“扱いやすい軌道読み”はそのままに、より深い転がり・より力強いトルクへと
生まれ変わりました。バックエンドの動きは初代よりも1段階深く、かつ曲がりの質が非常にクリーンです。無理に曲げるのではなく、
コアの持つ自然なねじれによってラインを描くため、投球ラインの幅を広げても軌道の読みがブレず、オイルが厚くても、薄くても、
どこかに必ず“頼れる一点”を見出せる。その万能感は、競技者にとって大きな武器となるでしょう。そして何より、投げ手のリリースに
素直に反応する感覚が際立っており、強めに回すプレイヤーなら力をロスせず鋭く、抑えた回転なら転がりを重視した直進性のある
軌道へ。対応幅の広さはまさに900GLOBALが誇る「A.I.コアの恩恵」です。
初代Rev MatriXが市場に残したインパクトを思えば、今回のRev MatriX Ⅱが再び多くのファンを魅了するのは間違いないで
しょう。 “より深く転がり、よりしなやかに、そしてより強く。”その進化は確かに体感できるレベルにあります。
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900GLOBALが放つ最新の解答──Rev MatriX Ⅱ。 
これは単なる後継モデルではなく、初代の限界を超えるために生まれた“正統進化の結晶”と言えるでしょう。
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